































































































































































































































1915（大正 ）年 月同校卒業、同月京都帝国大 学大学院に入学している。
　森口は、1917（大正 ）年12月に京都帝国大学法科大学講師を嘱託され、
翌1918年 月に助教授に就任する。この年の初冬、彼はジャン‒ジャック・
ルソー（Jean-Jacques Rousseau, 1712‒1778）の名著『社会契約論』（Le 















　森口繁治はイェリネック『一般国家学』第 版（Allgemeine Staatslehre , 3. 
























































































































































































































































































































































































































 ・ ドイツ語 Staatsrechtslehre（Staatsrechtsは「国法」あるいは「憲法」、
lehreは「学説」の意味）の訳語で、①公法（憲法および行政法）を研
究する学問。②憲法学または比較憲法学の意。（岩波書店 広辞苑）



























 ⑵　森口繁治『婦人參政権論』東京・ 政治教育協会、政治ライブラリー 、
1927.10初版































学原理』は1933年 月刊行なので 、おそらく1929年 月初版の『憲政の原
理と其運用』と推定される。
17） 下記図書における「大正デモクラシー」の時期区分では、⑴の起点は三者
とも同じで、⑶の終点は、松尾が1925年まで、古川は1932年まで、酒井は
1937年までである。
 ・ 松尾尊兊『大正デモクラシー』岩波書店、同時代ライブラリー184、
1994.5
 ・ 酒井哲也『大正デモクラシー体制の崩壊──内政と外交』東京大学出版
会、1992.1
 ・ 古川江里子『美濃部達吉と吉野作造──大正デモクラシーを導いた帝大
教授』山川出版社、日本史リブレット095、2011.7
18） 前段 段落からここまでは、山崎雅弘『「天皇機関説」事件』（東京・集英
社、集英社新書878、2017.4）を主に使用し、筆者が整理した。
